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ムの叫びと何ら選ぶところがないのである。   
自覚原理－－－ある信念が知識であるためには、その信念の根拠が認識者によって自覚されていなけ  
ればならない。   






















ことを言っておきたい。さてこの二つの立場をもう一度整理しておこう。   
内在主義－－一語識者監がある信念pを信ずることが正当化されるのは、pを真とみなす理由ないし  
根拠を監自身が持っている場合のみである。   
外在主義一一一宿念pの正当化は、認識者Eの状況理解とはまったく別に、世界とEの問に或る適切  
な関係が成立していることに依存している［浜野、1992］。  






































3   
こにもまた認識者にとっての正当化と観察者にとっての正当化との埋めようのないギャップが生じてし  
















くずし的召喚以外の何であろうか。   
このジレンマを見やすくするために、自覚原理をどこまで弱めれば外在主義へとつながっていくかを  
表にしてみよう。   
＜正当化に対する要求＞  
（1） 認識者は信念の根拠gを知っていなければならない  
（2） 認識者は信念の根拠gを信じる点で正当化されていなければならない  
（3） 認識者は信念の根拠gを信じていなければならない  
（4） 認識者は信念の根拠gを信じていなくともよい   
（1）が最も強い内在主義の立場であるとすれば、順次要求が弱まって（4）において外在主義とな  










も従っていない）   
（5）は実は（4）をさらにgの接近可能性の点で細別したものとみなすこともできるが、そう見れば  
（5）は（4）－1とでも分類すべきで、［poll∝k1986］流の内在主義すれすれの外在主義である。  
（7）は最も強い外在主義であり、幸運な当てずっぽうと知識の区別は放棄される（privileged a∝eSS  










4．枠の破壊に向すチで   
しかしこの種の間にそう簡単に答えられるとは思わない。だからして一刀両断に問題を切る「大胆な  


























































たい。   
「知識とは行為のよき庶因である」  
7   
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